
平成30年度　国語科　年間指導計画　第１学年 担当　真岩裕子

国語への関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 言語についての知識・理解・技能

・指示したことをしっかり聞きとり、実際
に動いたり書いたり発言したりしてい
る。
・図書館の仕組みを理解し、それを活
用して本を探したり調べたりしている。

・詩を選び、自分の考えを相手に伝えた
り、友達の発言をメモしたりしている。

ノートの書き方を理解し、指示に従って
記録したり、感想を書いたりしている。

詩の内容を理解し、音読の工夫をしてい
る。

評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等

授業記録、提出物、ノート 発表、ノート ノート、定期考査 定期考査、ノート

・自分の気持ちが変化した経験を思い
出し、語り合っている。
・相手の話に興味をもって積極的に取
材に取り組み、スピーチを行うための話
題を探している。
・筆者の考え方を生かせる日常の場面
を考えて文章を読んでいる。また、伝わ
りやすくわかりやすい文章を書こうとし
ている。

・紹介する相手の人柄がよく伝わるよう
に話の全体構成を考え、スピーチメモを
作っている。
・アクセントやイントネーション、強調し
て話す言葉などを記している。・

・自分の気持ちが変化した経験を思い
出し、文章に書いている。
・段落の役割やまとまりを意識し、三段
落構成で自分の考えを伝える文章を書
いている。
・相手の立場を考え、わかりやすい文
章になるよう工夫してまとめている。

・登場人物の行動、情景が描かれている部
分に着目して、人物の気持ちをとらえてい
る。
・各段落の役割を考えたり、図と照らし合わ
せたりしながら、文章を的確に捉え、要約し
ている。
・筆者の考えを読み取り、要旨を捉えてい
る。

・複数の意味をもつ語句について文脈
の中での意味を考え、読み進めてい
る。
・話し言葉と書き言葉の特徴を理解し、
それぞれの特徴を活かして効果的に話
したり書いたりしている。
・辞書で調べた意味を文脈の中で確か
めたり、専門用語を図で確かめたりし
て、内容の読み取りに生かしている。

評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等

授業記録、提出物、ノート 発表、ワークシート、ノート、定期考査 ワークシート、定期考査 定期考査、ワークシート、ノート 定期考査、小テスト、ワークシート

・詩の内容や表現に関心をもち、工夫し
て音読しようとしている。
・日常生活でよく使う題材の用例を集
め、微妙な意味の違いに関心をもち、
マップなどで整理したり、グループで紹
介したりする。

・友達のは発表を、自分の推薦文と比
べながら聞くことができる。
・声の大きさや抑揚などに気をつけなが
ら、相手に伝わるように発表している。

・好きな食べ物を一つ決め、百字程度
の推薦文を、微細な味わいの違いや自
分が感じた味わいが伝わるように具体
的に書いている。

・筆者の考えが表れている語句や表現を抽
出し、その意味をとらえている。
・詩の用語、表現の特徴をとらえ、詩の内
容を味わうことができる。

・詩に用いられている表現方法を特定
し、おもな効果を理解し、例文を書くこと
ができる。・日常書いたり話したりしてい
ることと文法の学習を関連付けて取り
組んでいる。
・楷書と仮名の筆使い字形、大きさを理
解し、文字を書いている。

評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等

授業記録、提出物、ノート 発表、ワークシート、ノート、定期考査 ワークシート、定期考査 定期考査、ワークシート、ノート 定期考査、ワークシート

・作品の面白さを味わい、物語を楽しん
でいる。
・案内する事柄、目的、相手に応じて項
目などをわかりやすくしようと考えてい
る。

・自分自身の経験や思いをわかりやす
く伝えている
・友達の経験を自分の経験と比べなが
ら聞いている。

・作品を通して心に残ったことをまとめ、
自分自身の経験や重いと重ねながら文
章に書いている。
・図表や具体的な名称、数値などに着
目して、その効果を理解しようとしてい
る。自分の記録を、図表を効果的に活
用して書こうとしている。

・作品を通して心に残ったことをまとめ、自
分自身の経験や重いと重ねながら文章に
書いている。
・図表や具体的な名称、数値などに着目し
て、その効果を理解しようとしている。

・文脈の中の言葉の意味や、比喩など
の表現の特徴を効果的にとらえてい
る。
・さまざまな接続関係を把握して文章の
意味を理解している。

評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等

授業記録、提出物、ノート 発表、ワークシート、ノート、定期考査 ワークシート、定期考査 定期考査、ワークシート、ノート 定期考査、ワークシート

・いろは歌や百人一首、図版、本文、脚
注に対して興味関心をもっている。

・体験したことを調べた故事成語にあて
はめて文章に表わす。

・作品を通して心に残ったことをまとめ、
自分自身の経験や重いと重ねながら文
章に書いている。
・故事成語の価値や漢文の文体の簡潔
さなどに気付いた学習のまとめの記述
ができている。

・古文、現代語訳、解説、脚注を参考に作
者の思いを理解したうえで音読している。
・当時の人々の生活や文化、ものの見方、
考え方を想像し、現代の自分たちと比較し
て考えをまとめている。

・現代語訳と原文を対照しながら意味を
大まかに理解したうえで音読している。
・歴史的仮名遣いを現代仮名遣いで読
み、言葉遣いや古語の意味を理解して
いる。

評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等

授業記録、提出物、ノート 発表、ワークシート ワークシート、ノート 定期考査、ワークシート、ノート 定期考査、ワークシート

・普段の生活の中から話し合いにふさ
わしい課題をみつけ、進んで意見交換
しようとする。
・文の組み立てと意味に着目している。
・論理的な文章を読み、新たな発見や
驚きなどを通して、環境問題についての
自分の考えをもっている。

・根拠を明確にして意見を述べ、説得力
のある発言をしようとする。・話し合いの
目的を理解し、「意見」「根拠」「よい点」
「問題点」「解決策」など議論の内容を
ふまえて発言、質問している。

・テーマを設定し、具体例を示して説得
力のある文章を書いている。
・課題解決に必要な資料を適切な検索
方法により収集している。
・調べたこと（事実）と自分の意見感想
を書き分けたり、構成を工夫したりする
など、相手意識をもってまとめている。

・三部構成（序論、本論、結論）の三つのま
とまりについて構成を把握し、文章の中心
となる部分をとらえて筆者の主張を要約し
ている。
・図表と本文との関係を読みとっている。

・文節の働きを理解し、「主語述語」「修
飾被修飾」などの文の成分を理解して
いる。
・連文節がどのような関係にあるかを理
解している。
・接続する語句や指示する語句などに
着目して文章を読んでいる。
・行書の特徴を知り、点画の方向や形、
連続を意識して書いている。

評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等

授業記録、提出物、ノート 発表、ワークシート ワークシート、ノート 定期考査、ワークシート、ノート 定期考査、ワークシート

・作品をよんで　考えたことを書いたり、
発表したりしようとしている。
・具体的な礼や日常何気なく使っている
表現技法に目を向けて理解し、発表し
たりまとめたりしている。
・これまでの学習や毎日の生活から言
葉について調べたいテーマを見つけ、
具体的な課題を設定している。
・百人一首に関心をもち、競技に取り組
んだり、調べたりしている。

・友達の考えを自分の考えと照らし合わ
せて聞こうとしている・互いの文章につ
いて、作品の捉え方や表現の仕方に着
目して意見を述べている。
・聞き手を意識し、わかりやすい発表を
行うための流れを工夫し、発表メモを
作っている。
・話す速度や音量、声の調子や間の取
り方に注意して発表している。

・作品の設定や登場人物像を踏まえて
作品を書き変えている。
・読み手にわかりやすいように、根拠を
明確にし、構成を考えて鑑賞文を書こう
としている。
・集めた情報を整理し、キャッチコピー
や図表を工夫してわかりやすいポス
ターにまとめている。

・作中の人物や出来事について、自分の考
えを書いたり発表したりしている。
・時間、場所、出来事に着目して作品の構
成や展開を捉え、本文に即して登場人物の
心情の移り変わりを読みとっている。

・作中で用いられている表現上の工夫
や多様な語句について理解している。
・感想を語る語彙を増やそうとし、読み
手を意識して表現を工夫している。
・自立語、付属語について理解し区別
ができる。
・単語を性質や働きで分類すると十種
類の品詞に分けられることを理解してい
る。

評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等 評価資料・評価方法等

授業記録、提出物、ノート 発表、ワークシート ワークシート、ノート 定期考査、ワークシート、ノート 定期考査、ワークシート

評価の観点と評価規準

評価資料・評価方法等

４

5

学びをひらく
新しい視点へ

29 ①登場人物の心情を表わす言や行動から気
持ちの変化を読み取る。
②話し言葉と書き言葉について理解し、状況
によって使い分ける
③日本の言葉に触れ、季節を感じる心を育て
る。
④紹介する相手を取材し、質問や確認を通し
て相手の話を正確に聞き取る。
⑤文章の書かれ方や段落の役割に注目す
る。
⑥筆者の考えをもとに自分の生活を振り返っ
たり、考えたことを文章にまとめて伝えあおう
とする
⑦日常生活の中から伝えたい課題を決め、材

学

期
月 単元名

時

数
学習内容

１

学

期

4

言葉に出会うために 7 ①国語学習の楽しさを味わう
②詩に描かれた世界を読み取る。
③ノートや記録の取り方を確認する
④図書館を有効に活用し、調べ学習の基礎
を学ぶ
⑤情報を正確に聞き取る力を身につける

①登場人物の物の見方、感じ方、生き方をと
らえる。
②様々な表現技法を理解し、その効果を読み
味わい、また、生活の中で表現する力を養う。
③自分の考えや気持ちを根拠を明確にして
書く。
④単語を分類する方法について、文の成分と
の関係に着目する
⑤言葉の学習の総まとめとしてポスターセッ
ショんで伝える
⑥詩に表れている作者の思いを想像しながら
読み味わい、自分のものの見方や考え方を
広げる。

６

７

言葉をつなぐ
読書生活を豊かに

12 ①詩に親しみ、詩歌を詠み味わう。
②表現を豊かにする語彙力を身につける。
③文、文節、単語などの言葉の単位について
理解する。
④本や文書に親しみ、必要に応じて紹介す
る。
⑥楷書と仮名の筆使い字形、大きさを理解
し、文字を書く。

10

11

いにしえの心にふれる 9 ①古典の文章に出会い、現代とのつながりを
考える。
②漢文調の文章に慣れる。

①文章の展開に注意して、心情や事実を読
みとる。
②心情や事実を読み取り、自分の考えをもつ
③指示する語句の使いわけを理解し、文と文
とのつながりを把握する。
④項目を整理して伝える。
⑤図表と本文の関係をつかみ、図表の役割
を捉える。

①事実と意見の関係に注意して要旨を捉え
る。
②「主語述語」「修飾被修飾」の関係を捉える
③筆者の考え方を捉え、自分の考えを広げ
る。
④レポートの叙述の仕方を知り、課題につい
て報告する
⑤行書の特徴を知り、点画の方向や形、連続
を意識して書く。

２

学

期

３

学

期

1

２

３

自分を見つめて 28

9

１０

つながりの中で 24

12

論点を捉えて
読書に親しむ

20


